
   

～ 第 41 号 ～ 
          こんにちは、丹頂ガスの丹羽です。いつも「たんちょう通信」 

          をお読みいただき、誠にありがとうございます。先週の日曜 

          日に小４の娘の「運動会」へ行ってきました。今年初めて運 

          動会で「大人の本気リレー」に参加しました。たかが５０ｍ、 

          されど５０ｍここ何年全力疾走で走ったことがありません。足

には自信がある方ですが、本番当日少しでもアップをしようと早朝、家の

前でダッシュを２往復しました。「まずい、足が思うように上がらない。」

体が自分の気持ちについてきていませんでした。「もしかして、本番でこけ

るかも．．．」そんなことが頭によぎりながらも、本番を迎えました。入場

門には、沢山のお父さん達が集まっていて、見渡す限り４８歳の私より若

いお父さんが集まっていました。中には、高校生のお兄ちゃんまでいました。

徐々に緊張が高まってくる中「皆さん、お疲れ様です！」スタッフの方の

声が聞こえてきました。「注意事項です。くれぐれも全力疾走は危険です

ので、自分の年齢と体力を考えて走ってください。８０％で十分です！」

周りのお父さん達もニヤリと苦笑いしながら「リレーのアンカーよりも担

架を用意した方がいいじゃない！」とか冗談を言っていました。グランドに

入ると一気に本気モードになりました。私は５番目の出走でした。カーブ

から始まり直線では、思いっきり足を上げて全力で走りました。子供たち

の観客席の横をまっしぐらに走っていきました。「速い、速い」と子供たち

の声が聞こえてきました。走った後の達成感と満足感は最高でした。そし

て、何よりも嬉しかったことは娘の目の前で、全力疾走で、真剣な姿を見

せれたことです。その晩、妻が「お父さん、結構足が速いんだね！」と娘

が言ってたと教えてくれました。感謝 

 




